
 

 

 

                                          

 

                                  平成 24 年 12 月 25 日 

                           十日町市身体障がい者福祉センター

(今回の題字は小林百合子さんです) 

 

 当センターご利用の多くの皆さんは、様々な創作活動に取り組んでいます。そしてこれら活動の

発表の機会として各種美術展などに毎年応募していますが、今回も多数の皆さんが受賞されました。 

おめでとうございます!! 

第 31 回 肢体不自由児・者の美術展  

＊主催：社会福祉法人日本肢体不自由児協会 各都道府県肢体不自由児協会 

＊趣旨：全国の肢体不自由児・者から美術作品を応募して、12 月の障がい者週間に時期を合わせて 

   展示会を開催し、肢体不自由児・者の生きがいに資するとともに、一般の人々の障がい者に 

   対する理解を促進することを目的としています。           根津正平さんの 

当センターの応募    結果                       作品です 

 ・書道 ４点      絵画部門   優秀賞 「大地に根を張って」 根津正平           

 ・絵画 ３点      デジタル  金賞  「突風」   五十嵐勝一 

・デジタル写真 ６点  写真部門    銅賞  「震災復興」 江村克己                

                  銅賞  「花」    金沢弘一 

                   銅賞  「めごい」  福島クニ江  

                

第 11 回 新潟県障害者芸術文化祭                         

＊主催：新潟県 新潟県障害者芸術文化祭実行委員 

＊趣旨：障がい者の皆さんが日頃から取り組んでいる芸術文化活動の発表の場として、あるいは新  

   たな活動のきっかけの場としてその活動を盛り上げることを目的としています。 

当センターの応募    結果 

 ・書道 ６点      書道部門 審査員特別賞「賈島詩」大倉達男  

 ・絵画 10 点                                   

 ・手芸 10 点                        大倉達男さん 

 ・デジタル写真 ３点                     の作品です       

 ・自由詩 1 点                         

 芸術文化祭の音楽発表                                       

 にも参加しました。                                        

 (365 歩のマーチ)  

 

受賞者の作品は身体障がい者福祉センターの「ふれあいギャラリー」で展示してあります。 

 

 



この空の花火

をみました。 

のびのび出来て

気持ちいいー 

  地域活動支援センター（Ⅱ型） 
 

・長野県野尻湖と妙高高原ビジターセンター  10 月 26 日 

 上信越高原国立公園の野尻湖で遊覧船に乗り、妙高 

高原では自然に触れ合い紅葉を楽しんで来ました。 

前日の雨で天候が心配でしたが、当日は見事に晴れ 

ました。 

            

  

 

 

                            野尻湖の遊覧船前にて 

          

          妙高高原いもり池             

・市内散策  10 月 31 日 

                                  近くにいながら、なかなか行く機会のない宮

中ダムや、初めての試みで映画鑑賞など・・・ 

                        市内でも再発見がまだまだありますね！！ 

  

   

 

                                      

                                     

                                     

                                    

       宮中ダム見学             映画鑑賞 

        

・長岡悠久山と県立歴史博物館  11 月 11 日   （ふれあいクラブ） 

小動物園の見学や音楽発表の練習のため、野外で楽器を鳴らして歌ったり踊ったりと、なかなか 

ない経験で皆さんとても喜んでいました。 

何と言っても昼食が最高でした。大満足!!                           

                                              

                                            

 

 

 

 

猿の赤ちゃん、

可愛いなー 



 

 

  

 

身障センターは、センター条例に基づいて地域の様々な団体の活動の場としてご利用いた

だいています。今回は十日町市身体障がい者団体連絡協議会の部会として活動する十日町市

視覚障害者福祉協会を紹介します。 

 

 

視覚障害者会 

中魚十日町視障協会長  林 光男 

   

 私達の会は、視覚障がい者の生活の向上と、社会参加の促進、会員相互の親睦を目的に、

昭和 25 年発足しました。県内や全国の仲間と連携しながら活動を続けています。福祉の充

実や I T の進歩で、私達の生活環境も改善されて来ましたが、気軽に外出したり情報を得

るのはまだまだ難しいのが現実です。今後も、行政等への働きかけと共に、点訳や朗読のボ

ランティア、歩行時の介助等 をして下さる方のような、よき理解者を増やして行く事が、

一番必要な事だと考えています。 

 

  

   
   

 センター利用者の徳永薫さんが、平成 24 年９月３日～９月 13 日の期間、津南町のギャラ

リー泉にて、「薫の手芸展」を開催しました。この個展開催は薫さん自らが企画して開催し

たものです。 

 障がいを持つ皆さんが、自らの生きがいのため様々な努力を重ねる創作活動。 

その成果は人の心を動かす素晴らしい作品に結晶します。徳永薫さんの益々のご活躍をお

祈りします。おめでとうございました。 

 

 薫さんから一言                     

準備などは大変でしたが 

沢山の方から来て頂いて 

嬉しかったです。これか 

も偶然の出会いを大切に 

していきたいと思います 

ありがとうございました 

 

 



 

 

 

 

 

平成 24 年 12 月 12 日、利用者間の交流を目的として、「利用者交流会」を開催しました。

可愛い園児の歌声やボランティアさんの楽しいパフォーマンスで、大盛り上がりの一日で

した。  ご協力頂いた皆様に感謝いたします。 

                    

                     森の保育園 園児の皆さん    

                       心が癒されました 

                                       谷矢暁子さん       

                       チンドンふく福の皆さん         素晴らしい歌声 

                       楽しい演奏にノリノリ       で、うっとり       

 

 

  

  

                       

 

 

 

 

 

  創作  しおり（栞） 
センターでは利用者の皆さんが使い残した色紙、その他広告用紙、絵葉書 

などから再生品として「しおり（栞）」を創作しています。保健所や消防署と 

連携し、裏面には自殺予防や火災予防などのメッセージが書かれており、社 

会的貢献活動として今後とも協力を続けます。 

   

                        

 

＜サービスの内容＞ 
＊ 創作活動・教養娯楽活動・機能訓練・社会適応訓練・入浴・送迎 
＊ 日中一時支援 

 ＜対象者＞ 
   各種障がい者手帳の交付を受けた、18 歳以上の方 

お問い合わせ先：十日町市身体障がい者福祉センター 

〒948-0054 新潟県十日町市高山 884 番地 4 

電話：025-757-9438 ＦＡＸ：025-750-1173 

E-mail:tumari.nikkori@ec３.technoave.ne.jp 

ふれあい 11 号制作 斉木 
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